
六
月
定
例
議
会
と
臨
時
議
会
の
報
告 

 
 

 

日
本
共
産
党 

丹
波
市
会
議
員
団 

 

六
月
定
例
議
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
２
５
日
ま
で
の
２
２
日
間 

に
わ
た
り
開
か
れ
、
条
例
制
定
や
改
正
、
請
負
契
約
、
補
正
予
算 

等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
６
月
１
８
日
と
１ 

９
日
の
２
日
間
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
共
産
党
の
広
瀬
憲
一
・西
本 

嘉
宏
議
員
ら
が
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
臨
時
議
会
は
、
国
の
「緊
急
経
済
対
策
」に
か
か
る
市 

への
「交
付
金
」を
受
け
入
れ
、
事
業
実
施
す
る
補
正
予
算
を
審 

議
す
る
た
め
６
月
３
０
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ 

ま
し
た
。 

 

山
東
（市
島
・春
日
）の
「救
急
駐
在
所
」設
置
問
題 

 

市
に
対
し
て
、
場
所
選
定
の
説
明
と
住
民
の
納
得
で
き
る
場
所

に
再
検
討
を
求
め
る
「請
願
」を
多
数
で
採
択
！ 

 

６
月
定
例
議
会
で
は
、
特
に
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
の
は
山
東
（市
島･

春
日
）地
域
の
救
急
駐
在
所
の
建
設
位
置
を
め
ぐ
っ
て
、
野
上
野
地
区
の
５

人
の
住
民
か
ら
同
住
民
の
過
半
数
の
署
名
を
添
え
て
「位
置
選
定
の
説
明

と
場
所
の
再
検
討
」を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
、
６
月
２
５
日
の
本
会
議
に

お
い
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
局
は
、
明
確
な
説

明
と
設
置
場
所
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
西
本
議
員
が
、
こ
の
「請
願
」の
紹
介
議
員
の

一
人
と
し
て
請
願
者
と
と
も
に
「採
択
」の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。 

山
東
地
域
（市
島
・春
日
）を
エ
リ
ア
と
す
る
救
急
駐
在
所
と
い
う
性
格

を
考
え
れ
ば
、
県
道
か
ら
１
２
０
メ
ー
ト
ル
も
奥
に
入
る
場
所
に
、
し
か
も

救
急
車
が
せ
の
県
道
ま
で
出
る
の
に
約
７
秒
も
か
か
る
場
所
に
な
ず
決
め

た
の
か
。
ま
た
、
地
元
の
住
民
や
議
会
に
も
ま
と
も
な
説
明
も
な
い
ま
ま
、

「政
策
的
」判
断
な
ど
と
一
方
的
に
場
所
を
決
め
る
な
ど
設
置
者
で
あ
る

市
の
説
明
責
任
は
果
た
す
て
い
ま
す
ん
で
し
た
。 

今
に
な
っ
て
、
当
局
は
、
こ
の
「予
定
地
」に
決
め
た
理
由
を
、
「ご
み
処
理

場
建
設
に
か
か
る
野
上
野
「ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
お
け
る
要
望
と
、
下
水

道
の
接
続
経
費
、
「間
口
」の
広
さ
の
関
係
な
ど
考
慮
し
、
県
道
ま
で
の
７
秒

の
ロ
ス
は
あ
る
も
の
の
高
速
道
付
近
の
「市
有
地
」と
大
差
が
な
い
場
所
と
”

政
策
的
“判
断
を
し
た
こ
と
」。
せ
し
て
、
「野
上
野
自
治
会
と
の
協
議
は
し

な
か
っ
た
こ
と
」な
ど
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
こ
と
を
な

ず
も
っ
と
早
く
地
元
や
議
会
に
説
明
し
協
議
し
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
で
き

な
か
っ
た
の
か
説
明
し
て
い
ま
す
ん
。
公
共
施
設
で
あ
る
以
上
、
せ
の
設
置

場
所
は
、
市
民
の
合
意
と
納
得
が
前
提
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。 

関
係
住
民
は
も
と
よ
り
山
東
地
域
の
住
民
の
多
く
が
納
得
で
き
る
場
所

に
再
検
討
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
声
で
も
あ
り
ま
す
。 

 臨
時
議
会 

・・・「金
塊
」よ
り
も
『緊
急
経
済
対
策
」を 

 西
本
議
員
ら
が
「減
額
修
正
」の
動
議
提
出 

市
長
―
突
然
の
「金
塊
」撤
回
を
表
明
！ 

「丹
波
竜
の
里
づ
く
り
計
画
」の
“前
倒
し
”で
決
着 

 
 

 

６
月
３
０
日
の
臨
時
議
会
で
、
地
域
経
済
の
冷
え
込
み
が
続
く
中
、
国
が

「地
域
活
性
化
・経
済
危
機
対
策
」の
交
付
金
事
業
と
し
て
８
億
円
余
り
が

丹
波
市
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
丹
波
市
の
一
般
財
源
を
加
え
て
総

額
１
７
億
に
上
る
緊
急
対
策
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
中
に
は
、
丹
波
竜
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「金
塊
」＝
（１
億
２
千
万
円
相
当
）

を
つ
く
る
予
算
、
約
１
億
３
千
万
円
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
日
本
共
産
党
議

員
団
の
広
瀬
・西
本
議
員
は
じ
め
多
く
の
議
員
か
ら
「金
塊
よ
り
も
実
の
あ

る
経
済
対
策
を
お
こ
な
う
べ
き
」な
ど
と
厳
し
い
批
判
が
続
出
、
付
託
さ
れ

た
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
も
４
対
３
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
市
長
は
じ
め
当
局
の
対
応
は
、
多
く
の
意
見
や
批
判
が
あ
り
な

が
ら
、
取
り
下
げ
や
修
正
を
あ
く
ま
で
拒
否
し
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
７
月
３
日
の
本
会
議
で
は
、
西
本
（共
産
党
）・前
川
（市
政
市

民
）・奥
村
（新
生
会
）・足
立
一
光
（自
民
党
）の
４
議
員
が
、
ち
ー
た
ん
金

塊
像
作
成
費
の
「減
額
修
正
」の
動
議
を
提
出
し
、
西
本
議
員
が
提
案
理
由

を
説
明
し
ま
し
た
。 

い
ま
、
丹
波
地
域
で
も
仕
事
が
な
い
、
物
が
売
れ
な
い
な
ど
深
刻
な
経
済

不
況
が
続
い
て
お
り
、
国
と
地
方
上
げ
て
の
緊
急
経
済
対
策
は
、
遅
す
ぎ

る
感
は
あ
り
ま
す
が
、
危
機
的
な
地
域
の
経
済
対
策
に
有
効
な
事
業
の
取

組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
丹
波
市
の
事
業
の
多
く
は
、
来
年

度
以
降
に
予
定
し
て
い
た
各
種
事
業
や
公
共
事
業
を
前
倒
し
す
る
な
ど
、

地
域
経
済
への
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の
に
充
当
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
中
で
、
丹
波
竜
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
の
「金
塊
」を
１
億
３
千
万
円

あ
ま
り
で
購
入
・作
成
し
て
、
せ
れ
を
展
示
、
活
性
化
を
図
ろ
う
と
計
画
し

て
い
た
も
の
で
し
た
。 

「減
額
修
正
」動
議
の
審
議
中
、
市
長
は
、
こ
の
動
議
に
賛
成
す
る
議
員

が
多
数
に
な
る
と
判
断
し
た
の
か
、
突
然
、
「チ
ー
タ
ン
像
の
金
塊
は
作
ら

な
い
」と
発
言
し
た
た
め
に
議
会
は
空
転
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
市
長
側
と
議
会
側
の
協
議
が
断
続
的
に
行
わ
れ
、
市
長
が
本

会
議
を
混
乱
さ
す
た
こ
と
を
陳
謝
し
、
「ち
ー
た
ん
像
の
金
塊
は
作
ら
ず
、

せ
れ
に
替
え
『丹
波
竜
関
連
の
事
業
』に
す
る
こ
と
」を
正
式
に
表
明
す
る

こ
と
で
、
提
出
議
員
は
、
「修
正
動
議
」を
撤
回
し
ま
し
た
。 

結
果
的
に
、
１
億
３
千
万
円
余
り
の
予
算
は
、
せ
の
ま
ま
残
り
、
こ
の
予

算
は
、
「金
塊
」で
な
く
「丹
波
竜
の
里
づ
く
り
計
画
」の
事
業
を
前
倒
し
実

施
す
る
こ
と
で
決
着
し
ま
し
た
。 

（注
・新
聞
報
道
で
は
、
こ
の
予
算
の
使
途
が
「不
明
」か
の
よ
う
な
記
事

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
「中
身
の
変
更
」で
あ
り
明
確
で
す
） 

 

６
月
定
例
議
会 

 

広
瀬
健
一
議
員
の
一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
地
元
零
細
業
者
へ
の
仕
事
お
こ
し
の
緊
急
対
策
を
行
え 

（広
瀬
） 

公
共
事
業
の
分
離
・分
割
発
注
等
に
よ
り
地
元
業
者
に
仕
事
を

増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
。
特
に
、
一
人
親
方
や
家
族
経

営
者
な
ど
入
札
資
格
の
な
い
ラ
ン
ク
外
の
零
細
業
者
に
、

「小
規
模
工
事
希
望
登
録
制
度
」を
つ
く
り
、
仕
事
を

し
て
も
ら
い
、
地
域
の
景
気
後
退
に
歯
止
め
を
か
け
、

倒
産
や
廃
業
を
食
い
止
め
る
こ
と
。
せ
し
て
、
雇
用
や

就
労
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。 

ま
た
、
市
内
業
者
が
施
行
す
る
こ
と
を
条
件
に
「住
宅

リ
ホ
ー
ム
助
成
制
度
」を
つ
く
り
、
地
域
経
済
への
波
及

効
果
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
景
気
回
復
ま
で
の
間
、
「小

口
緊
急
融
資
制
度
」を
設
け
て
は
ど
う
か
。 

 

（市
長
）市
内
業
者
に
優
先
し
て
分
離
分
割
で
発
注
し

て
い
く
。
小
規
模
工
事
希
望
登
録
制
度
や
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
、
小
口
緊
急
融
資
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。 

 



●
非
常
勤
や
嘱
託
職
員
の
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
正
し
、

労
働
条
件
の
啓
善
を
求
め
る 

 

（広
瀬
）非
常
勤
や
嘱
託
職
員
は
、
何
年
働
い
て
も
昇
給
も
ボ
ー
ナ
ス
も
な

く
、
人
件
費
削
減
で
正
規
職
員
が
減
ら
さ
れ
る
中
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
っ
て
い
る
。
家
族
を
抱
え
て
、
手
取
り
月
十
万
円
少
々
。
ま
さ
に
「官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
こ
れ
を
改
め
、
「仕
事
に
生

き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
」労
働
者
の
待
遇
を
改
善
す
べ
き
だ
。 

 

（市
長
）現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
財
政
運
営
の
見
通
し
が
つ
く
時
点
で
検

討
し
た
い
。 

 

西
本
嘉
宏
議
員
の
一
般
質
問
（要
旨
） 

●
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
積
極
的
な
就
労
支
援
を 

（西
本
）障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
に
、
就
労
支
援
体
制
の
充
実

と
共
に
所
得
保
障
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
せ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

毎
年
一
定
の
障
害
者
を
職
員
と
し
て
採
用
す
べ
き
と
思
う
が
。 

 

（市
長
）就
労
支
援
機
関
と
福
祉
部
の
担
当
な
ど
で
「障
害
者
・就
労
支
援

会
議
」を
設
置
す
る
予
定
。
ま
た
、
事
業
主
等
へ「奨
励
金
」や
「助
成
金
」等

の
周
知
と
市
役
所
職
員
採
用
に
つ
い
て
も
法
定
効
用
率
（２
・１
％
）は
達
成

し
て
い
る
が
、
計
画
的
に
採
用
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
生
活
保
護
世
帯
の
母
子
等
へ
の
「福
祉
給
付
金
」支
給
に
つ
い
て 

（西
本
）４
月
か
ら
生
活
保
護
の
母
子
加
算
等
が
廃
止
さ
れ
た
母
子
家
庭

や
児
童
扶
養
手
当
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
父
子
家
庭
の
生
活
も
困
難
を

極
め
て
い
る
。
市
長
は
、
「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
う
一
度
安
定
し
た

も
の
に
す
る
」と
述
べ
て
い
る
が
、
母
子
や
父
子
等
に
市
の
「福
祉
給
付
金
」

を
支
給
す
る
提
案
を
し
た
い
。 

 

（市
長
）母
子
加
算
等
の
廃
止
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
対
応
す
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
市
単
独
の
福
祉
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
会
で
「
復
活
法

案
」の
動
き
も
あ
り
、
当
面
せ
の
動
向
を
見
守
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
「給
付

金
」を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
内
容
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。 

 

青
垣
と
春
日
の
総
合
運
動
公
園
の
「指
定
管
理
」

＝
民
営
化
は
、
『継
続
審
議
』と
な
る
！ 

市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
社
会
体
育
施
設
を
守
ろ
う
ー 

青
垣
と
春
日
の
総
合
運
動
公
園
を
市
の
運
営
か
ら
民
間
に
運
営
を
任

す
る
「指
定
管
理
者
」制
度
に
す
る
議
案
が
、
６
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。 

本
会
議
で
は
、
共
産
党
の
広
瀬
議
員
な
ど
か
ら
、
「市
の
社
会
教
育
施
設
を

民
間
に
任
す
る
の
は
、
せ
の
設
立
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
」、
ま
た
、
「関
係

地
域
住
民
の
理
解
は
得
て
い
る
の
か
」な
ど
の
意
見
が
多
数
だ
さ
れ
、
付
託

さ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
で
も
、
性
急
な
「民
営
化
」は
、
混
乱
を
招
く
と

し
て
『継
続
審
議
』と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

引
続
き
市
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
さ
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
大
き
な
運

動
が
必
要
で
す
。
九
月
議
会
で
の
廃
案
に
む
け
て
運
動
に
取
組
む
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
春
日
地
域
の
自
治
会
長
会
（
細
見
博
会
長
）
か
ら

「要
望
書
」が
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
せ
の
内
容
は
、
春
日
総
合
運
動

公
園
の
指
定
管
理
移
行
に
つ
い
て
、
「市
の
独
断
専
行
で
進
め
ら
れ
た
も
の
」

と
し
、
「地
域
と
話
合
い
の
結
果
を
持
っ
て
お
こ
な
う
」こ
と
や
「地
元
意
見

の
賛
同
が
得
ら
れ
な
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
」と
し
て
い
ま

す
。 

   

 

丹
波
市
教
委
は
、
市
内
４
０
す
べ
て
の
幼
稚
園
と
保
育
所

を
“一
元
化
”し
、
１
２
～
３
の
「認
定
子
ど
も
園
」に
統
廃
合

し
て
、
一
園
当
り
１
５
０
人
か
ら
２
０
０
人
の
大
規
模
化
に
し

て
、
「民
営
化
」す
る
取
組
み
を
急
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
一

方
的
な
形
で
進
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
て
、
保

育
・教
育
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
本
来
の
あ
り
方
で

な
く
、
財
政
の
削
減
を
最
優
先
す
る
も
の
で
、
大
き
な
問
題

で
す
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
（広
瀬
憲
一
団
長
）は
、
同
じ
よ
う

に
、
幼
稚
園
と
保
育
所
を
統
廃
合
、
一
元
化
し
、
認
定
子
ど

も
園
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
豊
岡
市
教
育
委
員
会
に
出

向
き
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
（７
月
１
０
日
） 

 

○
豊
岡
市
教
委
の
取
組
み
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
．
基
本
的
に
は
、
丹
波
市
と
同
じ
よ
う
に
「行
革
」で
示
さ

れ
た
「幼
保
一
元
化
」、
「再
編
（統
廃
合
）」、
「民
営
化
」の
視

点
な
ど
踏
ま
え
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
違
う
の
は
、
一

方
的
な
「押
付
け
の
再
編
」で
な
く
、
市
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
編
成
を
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る

こ
と
で
す
。 

二
．
当
初
計
画
で
は
、
５
１
の
幼
稚
園
、
保
育
園
を
２
４
園
に

再
編
す
る
計
画
で
し
た
が
、
様
々
な
意
見
の
中
で
、
結
局
、
現

状
維
持
の
幼
稚
園
・保
育
園
が
１
９
園
、
公
立
認
定
子
ど
も

園
が
６
園
、
私
立
認
定
子
ど
も
園
が
７
園
の
計
３
２
園
に
見

直
し
て
い
ま
す
。 

三
．
豊
岡
市
広
報
で
「幼
・保
の
あ
り
方
計
画
」の
説
明
会
を
広
く
市
民
に

参
加
を
案
内
し
て
い
る
こ
と
。
（丹
波
市
で
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
） 

○
日
本
共
産
党
市
議
員
団
は
、
丹
波
市
教
委
の
一
方
的
な
「一
元
化
」に
よ

る
再
編
、
「民
営
化
」、
を
中
止
し
、
見
直
さ
す
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
た
、

幼
保
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
続
き
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

 

市
政
や
生
活
の
相
談
は
、 

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い･

･
･
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党 

丹
波
市
議 

広
瀬
憲
一 

 

℡
８
２
・３
５
０
５ 

丹
波
市
議 

西
本
嘉
宏 

 

℡
７
５
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１ 

「幼保一元化」や「認定子ども園」について、 
豊岡市教育委員会で実情調査― 丹波市議会日本共産党議員団 

 


